
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

クレアドル

アリス

ステーシー

ゴシック

15歳

反転

8

煉獄

11
血の宴

恋の華

最終戦争

教室

金臭い真っ赤な血の池で、あなたは一人座り込んでいた。周囲に飛び散る人の部品は、誰のものだろう。誰がこんなことをしたのだろう。なぜあなたは一人こんなところにいるのだろう。ひょっとして……。

切なく甘い恋の思い出。誰にしていた恋だったのかもわからないけれど、あなたの中にその気持ちは確かにあってそこをそっと撫でるだけで、あなたは切なさに身を震わせるのだ。

君たちは確かに感じ取っていた。世界はもう、終わっている。それが君たちの死ぬ前か後かは分からないが、こんな体にしたやつに、慈悲なんて戦前の感情は持ち合わせていないことは間違いない。なにせ、普通じゃなくなったことに、こんなにも動揺しないように心がいじられてしまっているのだから。

君はその日、偶然寝坊した上に、偶然体調が悪かった。【血の宴】というやつだ。息を切らしながら、君は教会への道を走った。いつもの授業、シスター先生と神父様による少し退屈な授業。教室という割に、教会の外へバラバラと椅子と机を並べただけの粗末なものだったが、君はとても楽しみにしていた。【恋の華】と呼ぶにはまだ早い、芽が出たばかりの恋心。しかし、君から神父様への恋心は、焼け落ちた。君がたどり着いたとき、並んだ机は跡形もなく砕け散り、地面には大きな穴が開いて、黒煙を上げていた。神父様も、シスター先生も、一緒に並んで勉強していた生徒たちも、黒く焼けてそこに転がっていた。君は幸運にも生き残った。しかし、随分と黒焦げの華じゃないか1 1 2
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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死人の流儀
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効果参照
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肉弾攻撃１

肉弾攻撃１

支援１

移動１

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

移動１

移動１

妨害１

自身がダメージを受けた際のみ使用可。対象の他の姉妹１体の次の「アクション」のコストを－１する(最低０)。

対象が受けたダメージを、代わりに自身が受ける。1ターンに何度も使用可。

コストの代わりに、あなたは任意の基本パーツを一つ損傷する。支援２か妨害２。

損傷した基本パーツ1つを修復する。

1

防御2

1

防御2

防御1

防御2．戦闘にて壊れなかったら任意のパーツ2つ修復可能。
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